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 Case Study of the Policies A




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































istory of the Im












































































































































































































































































































































































国   
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
）
史
観
第
一
七
六
冊
一
〇
二
 
・「
新
学
習
指
導
要
領
と
入
試
問
題
―
世
界
史
Ａ
の
場
合
―
」（『
世
界
史
の
し
お
り
』　
帝
国
書
院　
二
〇
〇
一
︲
五
）
 
・
游
彪 
著
『
宋
代
蔭
補
制
度
研
究
』
序
文
二
（
中
国
社
会
科
学
出
版
社　
二
〇
〇
一
年
九
月
）
 
・「
平
成
一
三
年
度
春
期
東
洋
学
講
座
講
演
要
旨　
宋
代
科
挙
社
会
の
形
成
」（『
東
洋
学
報
』
八
三
︲
二　
二
〇
〇
一
年
）
 
・「
モ
ン
ゴ
ル
に
敗
れ
し
者
た
ち　
南
宋
―
〝
佞
臣
〟
死
し
て
名
著
を
残
す
」（『
月
刊 
し
に
か
』
一
二
︲
一
一　
二
〇
〇
一
年
）
 
・「
第
一
回
中
国
史
学
国
際
会
議
研
究
報
告
集
」
あ
と
が
き
（『
第
一
回
中
国
史
学
国
際
会
議
研
究
報
告
集
』　
東
京
都
立
大
学
出
版
会　
二
〇
〇
二
年
）
 
・「
第
一
回
中
国
史
学
国
際
会
議
を
開
く
ま
で
」（
早
稲
田
大
学
東
洋
史
懇
話
会
『
懇
話
会
だ
よ
り
』
二
〇
〇
一
年
）
 
・『
日
本
歴
史
学
協
会
年
報
』
一
九
、
二
〇
、
二
一
号　
委
員
長
あ
い
さ
つ　
二
〇
〇
四
、
二
〇
〇
五
、
二
〇
〇
六
年
 
・
記
念
論
集
刊
行
会
編
『
福
井
重
雅
先
生
古
稀
・
退
職
記
念
論
集　
古
代
東
ア
ジ
ア
の
社
会
と
文
化
』
序
（
汲
古
書
院　
二
〇
〇
七
年
）
 
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
科
挙
か
ら
み
た
東
ア
ジ
ア
―
科
挙
社
会
と
科
挙
文
化
」
企
画
趣
旨
（『
中
国
―
社
会
と
文
化
』
二
二　
中
国
社
会
文
化
学
会　
二
〇
〇
七
年
六
月
）
 
・「
ア
ヘ
ン
と
世
界
史
」（『
世
界
史
の
し
お
り
』　
帝
国
書
院　
二
〇
〇
九
︲
一
〇
）
 
・「
中
国
の
暦
」（『
世
界
史
の
し
お
り
』　
帝
国
書
院　
二
〇
一
〇
︲
一
〇
）
 
・「
有
官
施
入
者
銘
文
の
意
味
す
る
こ
と
」（『
大
徳
寺
伝
来
五
百
羅
漢
図　
銘
文
調
査
報
告
書
』
奈
良
国
立
博
物
館
・
東
京
文
化
財
研
究
所　
二
〇
一
一
年
三
月
二
五
日
）
 
・「
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
以
前
、
グ
ー
グ
ル
以
降
」（
早
稲
田
大
学
東
洋
史
懇
話
会 
だ
よ
り　
二
五　
二
〇
一
一
年
）
 
・「
沈
香
・
白
檀
」（『
世
界
史
の
し
お
り
』
帝
国
書
院　
二
〇
一
二
︲
一
）
 
・「
中
国
史
学
の
同
時
代
的
考
察
に
つ
い
て
」（『
史
滴
』
三
四
巻
頭
言　
二
〇
一
二
年
）
 
・「
豊
氏
一
族
と
重
層
す
る
記
憶
」（『
文
化
都
市　
寧
波
』（
東
ア
ジ
ア
海
域
に
漕
ぎ
出
す
２　
東
京
大
学
出
版
会　
二
〇
一
三
年
）
一
四
一
～
一
六
二
頁
 
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
「
大
学
入
試
と
世
界
史
」（『
日
本
歴
史
学
協
会
年
報
』
二
八　
二
〇
一
三
年
）
近
藤
一
成
教
授　
年
譜
・
主
要
著
作
目
録
一
〇
三
 
・「
座
学
派
の
フ
ィ
ー
ル
ド
歴
史
学
」（『
早
稲
田
大
学
東
洋
史
懇
話
会
だ
よ
り
』
二
八　
二
〇
一
四
年
）
 
・「
追
悼　
古
賀
登
先
生
」（『
史
滴
』
三
六　
二
〇
一
四
年
）
 
・「
宋
代
史
研
究
会
研
究
報
告
第
十
集　
中
国
伝
統
社
会
へ
の
視
角　
あ
と
が
き
」（
汲
古
書
院　
二
〇
一
五
年
）
